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　交通事故の要因分析として，筆者は昭和41年に東京

都で生じた死亡事故762件について分析を進あている

が，ここにはその第1報として，車種別走行台キロ当た

り事故率と，トラック開係事故について報告したい．

　　　　1．車種別走行台キロ当たり事故率

　表1は1億走行台キロ当たりの車種別事故率および死

亡率を示すもQである．表1によれ19，走行台キロ当た

り事故率は，普通貨物（2　ten以上）がもっとも高いこ

　　　　　　　　　　　　　　　　表1

とが知られる．特に，自転車および原動機付2輪車を相

手とする死亡事故率が目立って高い．タクシーの関係す

る事故率は，一般に考えられているほど高くはなく，自

家用乗用車に次いでむしろ成績は良い方である．

　　　　　2．　トラ・yク事故の形態別分類

　トラック（鎖j成量2ton以上の普通貨物）の関係した

事故ユ98件について，相手別に，おのおのの相対行為に

よって分類した結果が表2～表5である、
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注1）

注2）

注3〕

特蘇車，マイクロバス，軽自動車を除く；

昭和41年度走行キロは「陸蓮艶計月報」によeた．

馳係庫をすべて計上した．たとえば自ま用乗用とタクシーとの事殻は自家用票用とタクシーとにモれぞ1件ずつ計上した．
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　　　　　　　　　　　　表6　トラックの行為
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衷9　トラックの加害郵位
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　表6は，表2～衷5をまとめて，原［恭若順位および合

法非合法に無関係に，トラックの行為を分類したもので

ある．表6によると，併進時に2輪車（1勢1云車およびオ

ートバイ）と起こす亦故が砦徴的であり，迫突，右左折

などが目立った関連行為であることが知られる．

　表7は追突事故の内訳を示すもので，トラックの関係

する追突事故の60％が夜1憩ζ生じていることが知られ

る．

　表8はトラvク事故を昼と夜とに分類したもので，全

体としては夜間に30％の事故が生じており，3・4tyk

車との事故だけは約半分が夜間に生じていることが知ら

れる．

　　　　　　　3．　トラックの加害部位

　表9は，事故の相手別に，トラック側の加害部位をま

とめたものである，これによると，ひく場合とはねる場

合とではやや後者の方が多く，はねる場合には正面，左，

右の相違はあまりないが，ひく場合には左後翰が圧到的

に多いことが知られる．

　加害部位とトラックの携造との関係については，トラ

ックの銘柄と年式とから今後検討して行きたいと考えて

いる．　　，　　　　　　　　　　　　　　　　　c

　表10は，那故発生地点を分類したものである．歩行

者との事故は交差点付近で，モの他との事故はおもに単

路で生じていることが知られる．

　　　　　　　　4．　お　わ　り　に

　今回はとりあえずトラック関係事故について第王次の

分所を試みたが，今鍛他の庫極について同様の分析を行

なって相互の比校をし，また．地点特性別、関係行為別

といっ允見方でも検講を進める予定である．

　　　　　　　　　　　　　　（1968年3月ユ2日受理）
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